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脳脊髄液減少症の診断・治療法の確立に関する研究 
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研究要旨 

 研究代表者の指導のもとに，「脳脊髄液減少症の診断・治療法の確立に関する研究」という課題で，低

髄液圧症候群を含む脳脊髄液減少症，および外傷性頸部症候群に関する網羅的な論文検索を行った

結果に基づき臨床研究プロトコールを作成し，前方視的多施設共同臨床研究を行った。  

 平成22年度〜23年度は、その臨床研究結果にもとづき「脳脊髄液漏出症の画像判定基準・画像診断

基準」を策定、公表した。平成24年度は、公表した画像診断基準により「脳脊髄液漏出症」と診断された

症例を対象としたブラッドパッチ療法の先進医療申請を行い６月に承認を受けることができた。さらに、平

成24年6月からは、「治療法の安全性・有効性と周辺病態の検討のための新たな多施設共同臨床研究」

を開始し、平成25年度、新たな研究助成を受け研究を継続した。 

 

A.よりH.までの報告は，研究代表者と同一であるため，省略する。 

  

 


